
＜ 秋のみずべ公園 ～⑥セミ・カメムシのなかま ＞

ひたち野うしく小４年生と歩いた秋のみずべ公園、今回はセミやカメムシ、アブラムシのなかまです。

10月半ばというのに、まだアブラゼミの死体がありました。ぬけがらは、あちこちでたくさん見つ
なか

かりましたね。ニイニイゼミや、ツクツクボウシのぬけがらもありました。セミの口は針のようで、
はり

幼虫の時はそれを木の根に刺して栄養を吸い、成虫になってからは幹に刺して樹液を吸います。
ようちゅう さ えいよう す せいちゅう みき さ じゅえき す

カメムシもいました。セイタカアワダチソウにからんだつる植物のガガイモの葉では、ヒメジュウ
は

ジナガカメムシが汁を吸っていました。セミよりすいぶんと小さいですが、口はやはり針のようです。
しる す はり

じつはセミもカメムシも「カメムシ目」という同じグループで、近いなかまなのです。イネの害虫、
もく がいちゅう

イネカメムシもいました。サクラの幹に集まっていたヨコヅナサシガメは何度も紹介していますが、
みき しょうかい

葉を食べる害虫を食べてくれるカメムシのなかまです。最後に、アブラムシもじつは近いなかまな
は がいちゅう

のです。口を虫めがねでのぞいてみましょう。 【理科支援員：宮内】
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アブラゼミの死体（左）とぬけがら（中）、ツクツクボウシのぬけがら（右）。

ガガイモの汁を吸う、ヒメジュウジナガカメムシとその幼 虫 （左）。右は、その拡大。
しる す ようちゅう かくだい

イネの害 虫 イネカメムシ（左）と、葉を食べる害 虫 を食べてくれるヨコヅナサシガメ（中）、アブラムシとアリ（右）。
がいちゅう がいちゅう


